
世
界
遺
産
登
録
に
向
け
て「
佐
渡
市
歴
史
的
建

造
物
悉
皆
調
査
⑫

」

○ 

勝
し
ょ
う

廣こ
う

寺じ

（
両
津
湊
）

　

勝
廣
寺
は
、
天
正
元
年
（
１
５
７
３
）
に

出
羽
国
（
現
秋
田
県
）
浄

じ
ょ
う

願が
ん

寺じ

の
僧
道ど

う

受じ
ゅ

と

門
徒
６
人
が
布
教
の
た
め
佐
渡
に
渡
り
、
両

津
地
内
に
浄
土
真
宗
の
道
場
を
建
て
た
の
が

始
ま
り
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
寺
は
佐
渡
の

鉱
山
と
関
係
が
深
く
、
新
穂
銀
山
や
鶴
子
銀

山
な
ど
、
島
内
各
地
を
転
々
と
し
な
が
ら
布

教
活
動
に
努
め
、
元
和
10
年
（
１
６
２
４
）
に

現
在
の
湊
の
地
に
移
り
ま
し
た
。
新
穂
と
野

浦
に
は
、
今
も
勝
廣
寺
檀
家
と
道
場
が
存
在

し
、
当
時
の
名
残
り
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

本
堂
は
元
禄
14
年
（
１
７
０
１
）
の
再
建
で
、

三
連
横
並
び
の
内
陣
や
細
い
水
平
材
と
い
っ

た
、
江
戸
中
期
の
浄
土
真
宗
寺
院
建
築
の
要

素
が
よ
く
残
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
山
門

は
享
保
８
年

（
１
７
２
３
）

の
建
立
と
伝

え
ら
れ
、
古

風
な
妻
飾
り

の
デ
ザ
イ
ン
が

印
象
的
で
す
。

○ 

利り

　さ
い済
庵あ

ん

（
椿
）

　

利
済
庵
は
、応
永
年
間（
１
３
９
４
～

１
４
２
８
）の
創
立
と
さ
れ
る
曹
洞
宗
寺
院
で
、

吉
住
の
地
を
治
め
て
い
た
本
間
山
城
守
の
後
室

で
あ
る
妙

み
ょ
う

義ぎ

尼に

が
、夫
亡
き
後
、

そ
の
冥
福
を
祈

る
た
め
に
開
基

し
た
と
伝
え
ら

れ
て
い
ま
す
。寺

に
は
、夫
本
間

山
城
守
が
妻
妙

義
尼
に
宛
て
た

相
続
に
関
す
る
譲
り
状
な
ど
、中
世
に
遡
る
貴

重
な
古
文
書
類
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

本
堂
は
、弘
化
４
年（
１
８
４
７
）の
再
建
で
、

桁
行
10
間・梁
間
８
間
と
い
う
大
規
模
な
造
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。堂
内
の
彫
り
物
も
豪
華
で
、

裏
に
は
佐
渡
奉
行
所
や
島
内
の
寺
社
建
築
に

た
ず
さ
わ
っ
た「
長な

が

坂さ
か

番ば
ん

匠じ
ょ
う」と
よ
ば
れ
る
相

川
長
坂
町
の
大
工
の
銘
が
み
ら
れ
ま
す
。こ
の

ほ
か
、山
門・鐘
楼・庫く

裏り

な
ど
も
本
堂
と
同
時

期
の
建
築
で
、幕
末
の
頃
に一連
の
建
物
を
建
て

替
え
る
と
い
う
大
事
業
が
行
わ
れ
た
こ
と
が
う

か
が
え
ま
す
。

◆ 

市
役
所 

世
界
遺
産
推
進
課 
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放
鳥
ト
キ
の
写
真
を
、
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス

ク
ト
ッ
プ
壁
紙
と
携
帯
電
話
待
受
画
面
で
ご

利
用
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

　

ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ご
利
用
で
き
ま
す
。
写
真
は
、
ト
キ
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
チ
ー
ム
が
記
録
用
に
撮
影
し
た
写

真
で
す
。
パ
ソ
コ
ン
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
用

は
、
当
月
の
カ
レ
ン
ダ
ー
と
ト
キ
目
撃
情
報

専
用
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
が
入
っ
て
い
ま
す
。

ご
利
用
は
無
料
で
、
自
由
に
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

で
き
ま
す
。
ご
利
用
の
際
に
は
、
注
意
を

守
っ
て
ご
使
用
く
だ
さ
い
。

利
用
期
間

・
平
成
23
年
３
月
末
ま
で

（ 

毎
月
１
回
、
月
の
は
じ
め
頃
に
新
し
い
画

像
に
更
新
し
ま
す
）

利
用
条
件

・
使
用
料
は
無
料
で
す
。

・ 

画
像
の
部
分
使
用
、
修
正
、
改
変
な
ど
は

認
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
利
用
は
パ
ソ
コ
ン
の

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
壁
紙
ま
た
は
携
帯
電
話
待

受
画
面
用
に
限
り
ま
す
。

利
用
に
あ
た
っ
て
の
注
意

・ 

写
真
は
環
境
省
の
提
供
で
す
。
画
像
の
著

作
権
は
環
境
省
に
あ
り
ま
す
。

・ 

パ
ソ
コ
ン
作
業
時
の
ト
ラ
ブ
ル
等
に
関
す

る
質
問
に
は
対
応
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
ご

了
承
く
だ
さ
い
。

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
方
法

　
（
ト
キ
フ
ァ
ン
ク
ラ
ブ
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）

　
http://toki-sado.jp/fanclub/

　

ご
使
用
の
パ
ソ
コ
ン
、
携
帯
電
話
の
環
境

に
合
わ
せ
て
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

① 

画
像
を
ク
リ
ッ
ク
す
る
と
、
大
き
な
画
像

が
出
ま
す
。

② 

大
き
な
画
像
の
上
で
右
ク
リ
ッ
ク
し
、

「
名
前
を
付
け
て
画
像
を
保
存
」

を
選
び
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
ま
す
。

（
W
i
n
d
o
w
s
の
場
合
）
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
先
は
、
使
用
さ
れ
る
パ
ソ
コ
ン
、

個
人
の
設
定
に
よ
り
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ

　

ト
キ
交
流
会
館　

☎
24
─
６
０
４
０

ト
キ 

野
生
復
帰
に
む
け
て

放
鳥
ト
キ
の
写
真
を
パ
ソ
コ
ン
の
壁
紙
や

　
　
　
　

携
帯
電
話
の
待
受
画
面
に
使
っ
て
み
ま
せ
ん
か

利済庵本堂
両津地区

世界遺産 
出張説明いたします

　市民の皆さんが主
催する世界遺産に関す
る勉強会や現地見学会
（20名程度）などに、
世界遺産推進課職員
が出向き、お話・解説
をします。事前にお問
い合わせください。

勝廣寺本堂

携帯電話の待受画面に
どうぞ！


